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研究内容 

心不全は有病率が高くまた予後も悪く有効な治療法の開発が急務である。我々の研

究目的は心不全の病態生理を明らかにすることによって治療標的を同定し、新規の

有効な治療法を開発することである。心不全は複雑な病態であるためその解析には

発生工学、分子生物学、細胞生物学、生理学、病理学、形態学といった近代生物学

のすべての知識·技術を必要とする。心筋細胞死は心不全の発症·進展に大きな役割

を果たしていることが我々をはじめた多数の報告によって明らかになってきてい

る。細胞死にはアポトーシス、ネクローシス、オートファジー性細胞死の３種が知

られている。我々はそれらの分子機構を同定すると共に心不全における役割を明ら

かにした (Nature, 2005, Nat Med. 2007 など) 。また細胞死では炎症がその発症、

増悪に大きな役割を果たしている(Nature, 2012, Circulation 2020, Sci Signal, 

2021)。ミトコンドリア分解に関わるマイトファジーレセプターが Bcl2-L-13 であ

ることを見出しその分子機構を報告した(Nature Comm. 2015, Cell Report 2019)。

さらにオートファジーの一種であるフェリチン依存性オートファジー（フェリチノ

ファジー）はネクローシスに関与していることを見出した(eLife, 2021)。以下の３

プロジェクトにおけるフェローを募集する。細胞培養、分子生物学（PCR など）、

基本的生化学技術、共焦点顕微鏡の経験、優れた論文業績が必須である。RNASEQ

解析、循環器学の知識、マウス病態モデル解析、心不全モデル作成·解析技術の経験

はあると望ましい。 

１．心筋炎症の発症メカニズムの解明。 

 必須技術；FACS、骨髄細胞単離·培養 

 あると望ましい技術；１細胞 RNASEQ 解析 

２．フェリチノファジーの心不全発症における役割の鉄依存性の検討。 

３．マイトファジーの細胞内情報伝達機構の解明と病態での意義 

 あると望ましい；ミトコンドリア機能解析(seahorse)、メタボローム解析、電子 
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その他 情報 

私たちはキングスカレッジロンドンより 2022 年 4 月から国循に場所を移します。

情熱ある MD あるいは PhD 取得者の募集を歓迎します。非 MD に方には病気のこ

とも指導します。MD の方は連携大学院により PhD 取得可能ですので経験の少な

い方はご相談ください。指導体制は経験ある部長 1 人室長２人と整っています。募

集書類に研究内容の希望や経験を書いておいてください。質問あれば

otsu.kinya@ncvc.go.jp に尋ねてください。 
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